
50 

採種品� γジγの製腐携雲寺除…....・...…...・� ・...・� ・.....・� ・・・..…...・� ・...・� ・・..…小菅藤久持・花車市造� 48H H H H H H H H

誘木9撃におけるシ認ウガ腐敗病の異常発生実態調査について


…日本郷 主主・松本銀料・木島矛IJ男・田口章一� 49 


Marssoni1城議菌によるクワイ葉枯病の薬弗j ・.� 

Hながいもウイノレス錠設の伝染に関する知晃 第� 3報...・� ・-…・清水部夫・島沢 賢・烏悶尚光・下I-U守人� 51 

Hイチゴ冷蔵処理株におけるイチゴうどんこ病の発生と主主義について・� H H・・......・� ・..…斉藤喝顔・高矯三郎� 52 


〈果樹の病害〉
 

9':/ゴすす諜捧，すす点病の発生持期について‘・� ・・・・...リ� ・・....・� ・-…� ・・-…欝ロ昭良・� 3震援掲敏 部
H H H H H H H H H

リンゴ腐らん痢の秋賠訴徐効果…・・・� ・・-…....・� M ・...・� ・-…・…‘...・� H ・-…... . 賢・蹄諜溜浩� 54
H H .....H

歩ンゴの寝顔がんしゅ療の防除について…...・� ・."・� ・...・� ・・...・・� ・・....1=ド嫁患久・上村勇美・佐藤三郎� 55
H H H H H M

Fγゴ高接病の室持検定法について H H H H…...・� ・....…....・� ・・a・........・� ・，.…J:t1康志久・上村韓議・佐藤三郎� 56 


ナシ赤思病の缶染療に関する謁査・...・� ・....・� ・.....….....・� ・-…大野清宮・沈没j藤一・豊島静夫・岩崎松雄� 57
M H H

ナγ赤議擦の小生子形成の時期と量の調査上の爵題点…....・� ・'"・� ・・・...・� ・...・� ・-本劃宏事長・沼田 巌� 58
H H H H H H

.. e・・樽事鍵・ー・'‘............・・・・� a ‘ 議硲吉野正義
*繍・・・・・‘・・・・・・ e・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・� a・・・・・‘嶋崎 60 

Hナジ由紋羽病の縄海j隣接..，・� M H H H H H H H H H・.....・� ・..‘� ・・.....・� ・-…� ・・.....・� ・・・.. .....・ ・-…ぃ内田和馬・湯感 情� 61 


務木県におけるプドウベと病の多発さ主と訪除について


……手塚徳弥・本郷主主・松本定利・木鳥和j興・中回隆人 位


ブドウうどんこ病防除に弔いて...・� ・..…...・� ・.....・� ・.....・� ・......・� ・.....・� ・.....・� ・......・� ・..………背野禽男� 63
H H H H H H H H

ウメ黒星病の果実感染持期について・� ・・..…"'"・� ・......・� ・......・� ・・・..，・� ・...・� ・.....・� ・...・� ・-・岩崎慌維� 64
H H H H H H H H H H H

〈花の病害・その舘〉


チ品ーリップ嬢裂病の病原艦菌について・...・� ・......・� ・・・...陶山一雄・筆集敏彦・鍵隷穣次・向 秀夫� 65
H H H H

薬剤の糠部藷患によるそ灘・花ヲ干の捕獲防除

第� 3報 キク由競病・蕪斑病およびアカメヤナギ鋳病に対するプラソトパ世グスおよび

ベノミノレの効果・� ・・・・-……....・� ・.....・� ・..………...・� ・....F句隠 勉・浅利 覚・事長坂議行� 67H H H H H H H

ランドウ葉結構� e議接病に対するベソレート水和掲の効果…-…………滞野敏美・寺島秀欝・原図敏男� 69 


識殺閥芸粛害虫の省力防除に窮する研究

第3報 プルスフォヤグによるバラうどんこ索前除効果・...・� ・-……� ・・...・� ・-…・森回 憐・佐藤允遺� 70H H H H

茎頂組織培難株によるウイノレ^病防除に関する研究

第� 3報 キクの培養方法について・・� ・・...・� ・...・・� ・・.......・� ・."・� ・......・� ・.....・� ・-・大沢高志・審問 偉� 71H H H H H M H H H

叢1員組織培養株によるウイノレス構訪徐に関する研究


第� 4報 キタにおける� 2作茎議組織培養株の効果


……日森閉 (毒・大択高志・万夏隠せー・錯結桂市・森 響作� 73 


生長点近傍組織におけるウイルスの分布について


第� 3報� CMV，PVXおよび� PVYの分布…...・� ・.....・� ・......・� ・......・� ・・・-・森 寛一様繍)fI大二郎� 74
H H H H H H

培饗カノレスからの無ウイノレス織物作出の試み H H H H・...・.......・� ・.，…・� ・.....・� ・....・� ・-…森 寛一・細川大ニ部� 76 


シログローパ出縞摘に対するトリコデノレマ生麗離の効果....・� ・..，・� ・..…� ・・'"・� ・-ぃ牧野秋雄・森 纂fF� 77
H H H H H

カキツパタのフザリウムによる立粕性鰐饗について………日戸塚武・鈴木正勝・矢吹験一� qj(訳芳名 78 


寵欝樹木のウイルス療に関する研究


H第� 1報 タバコモザイクウイノレスによるハグチ� zウゲのそザイク病..，・� H・......・� ・-・奥山 哲・仲聞 説� 79 


神奈川県における観賞樹木競饗虫の発生状洗について

…."・� ・-・岸春雄・関宮哲・・大野 明・北井敏・内田貞男・鍵諜鯨次� 81H

〈連絡試験〉


キュウヲつる翻病に対するベノミノレ1f!Jの防除効果………...・� ・......・� ・-桧偲 明・尾崎克巳・下長根鴻� 82
H H

キュウリつる鰯病に対するベノミル弗jの防除効果...・� ・・・'"・� ・・・・.....・� ・.，…日長井雄治・糠津量栄 喜3
H H H H H H H H

:f-品ウリつる鱒病に対するベノミノレ剤の防除効果・ ・・・・..…...・� ・......・� ・..……小JII 室・竹内昭て泊予� 86
H H H H H H

:f-品ウ手つる割病およびナス半身欝ちょう療に対ナるベノミノレ鶏の防除効果


……・吉野正義・橋本う恐喝・鶏崎 捜� 87 


鈴輪・・� ・・-…....."・� ・-…....・H H H H・‘・� H.・"' ・・z…・……吉野正義HH

11 



89 トマト半身寮ちょう購および饗ちょう病に対するベノミル離の防除効果...・� H ・...・� ・・-・日銀鵜勉H H..・..・，."~ H

トマト欝凋摘に対するベノミ� Jレ予測のlfJj除効柴...・� ・..….，.・� ・..‘� ・・・・..………...・� ・..…...・� ・..米山{事苔� 90H H H H H H H H

薬~Jの根部藷期によるそ莱・花7干の演審斡除

第4報 ジグラメ� γ饗調病に対するベノミノレ淘jの効果...・� s・."..・� ・..…� 内田 勉・桟科覚・保坂義行 幻H u

土壌伝来療に対する捜透性殺菌剤の穫舟方法に関する連絡試験のまとめ...........・� ・....・� ・-…竹内昭三二部� 93
H H

虫害の部 


〈イネの害虫〉


H長野県下伊那地方におけるおカメイガの発生型の年次変化...・� H・....・� ・..・椀 武・熊谷広志・をき択中央� 94 

品カメイチ品ウ第� 1世代の被帯解析 第� 2報 ..・.� 

ユカメイガ第� 2世代.ウンカおよびヨコバイに対する鍍粒剤のへ昔コプタ散布劫巣

....・ ・柴本 務・県沼妻子・小林荘一・山崎利典� 98H

薬剤iの宵商箱路用による本田初期病饗虫訪徐

-;::.カメイチ品ウ， ドロオイムシおよびヒメハモグ� 9パニ払に対する効果

…......・� ・捜索lJ 党・内国 勉・保坂義行� 1∞H

麦畑におけるヒメトピウ� γ7J幼虫の詩査法に関する 2，� 3 の知~・H ・H ・..…...・ H・..務生稔・藤敬之勃 102 


・・.......・
H H...・*，，~..，，""~ ・..針谷信義・大和忠敏夫・松井主主彦H H

103 
..・".~・ H ・-…......・ H・-…..岸本良一 

筈虫類の農薬抵読性に撰する研究

第� 6報 ツマグ1"3 口パイのカ{バメ…ト系殺虫剤およびマラソ� γに対する感受性の縄還を

…・・高山龍夫・東 栄- 104 

ウシカ・滋コパイ類に対する徴粒郊i地上散布� 

(2) 早春挙低麓詩における微粒~Jの訪除効盤…....・H・.....・ H ・......・ H ・....・ H ・...・ H ・..建国啓一・滝回泰章 105 


ウ γヵ・沼コパイ類に対する微粒~J空中散布
 

(4) 卒拳季器護持における徴粧離の効果 H H H….....・� ・..…...・� ・.......・� ・..，韓国泰章・路面啓一・高橋三部� 106 

茨披果における斑点米の発生について・� ・・...・� ・..."..・� ・・・.....・……・・� ・・-……...・� ・.."...・� ・.....揺生器� 107
H H H H H H H H H H

斑点米の発生におよぽすカメムジ類の寄生密震‘� ・・...・� ・・・......・� ・'"・� ・・..……遠藤議紀・沼田綴� 108
H H H H H H H H


斑点米右r生ずるカメムシ頬に対する微粒弗jの空中敷布について

…滞辺行夫‘安商議・沼邸巌・津藤駕紀お宮

タネパコニに関する研究� 

(4) 虫体および援額の薬液畿積の効果・...・� ・..…....・� ・....…..，・� ・....・� ・...・� ・-村上正雄・高野光之盤� 110H H H H H

・…….............島田忠雄・中旦繁二・金井博H・‘報...・1寵播水懇のタネパエ防除に関する軒究第 
  H H・� 111


関東各地産ヒメトピゥ γカのイネしまはがれ癖保毒虫喜界...・� ・-・……...・H H

"....・ 

(娘作・そさいの害虫〉


アカビロウドコガネに対するダイアジノ� γ粒郊の散布時期.....・� ・...・� ・...・� ・・・..…若川光一・鏑木端� 114
H H H H H

4ナヅマイモを加害するコガネムシ類の薬弗i防除...・� ・・・......・� ・...."..，...~…秋野浩二・吉野旭・部瀬正敏 115
H H H H . 


"" . ...........~.・-…..・H・H H・...・・H H・-・岳......、Hコパネイナゴに対する薬剤!防除効果…..，・
 ・..議野三男・増山幸男 H

..・.~・・・..………...・・..………...・・トピイロヒ緩ウタシゾウムシの越冬について・� H H H H H H H.. ・"
 ・..……市原伊勃� 116 

H米ぬか毒事専による公オロギの霊毒殺効果…・・� H H H H H H H H H H
・・....・� ・..…...・� ・...・� ・・-・・匝・� ・・・・........・� ・..…ぃ呉羽好三� 117 


Hヵpフヲワ戸を加害する害虫の訪除について・・� H H・・.......・� ・...……・……村上正雄・渡辺耕造・鈴木計司� 119 

3むγラγを加害する害虫の欝除について……...・� ・..…...・� ・..…...・� ・.....・a・...・� ・・..村上正雄・鈴木許可� 120
M H H H H

Hウ手キγウヲパの生態と薬剤訪験� H H H H H H H H H a H・・・・...".・� ・・・..…...・� ・.....・� ・..…膨� ・・-…..~.... "*............・ ・高播謙一� 121 


野菜に発生したワモ γノメイガについて…...・� ・..…...・� ・..…...・� ・.....・� ・・・..…...・� ・......・� ・-・艇弁'茂� 122
H H H H H H H H

イソキサチオγ剤によるネキリムジの禦度推定...・� ・.......・� ・・・............勝家枠・安部操・浦辺行夫� 123
H H H H

フキノメイガの発生生盤と薬売i訪株...・� ・..…...・� ・..…..'・� ・..・� ・・.....・� ・......・� ・・・..…………真下洋二� 125H H H H H H H H H

ダイコ� γのす/レチ殺培におけるアブラムシ，コナガおよびカブラハパチの発生と忌避効果……近随一郎� 126 


ハグサイウイノレス構と有姐


96 

113 



131 

132 

潜設場所での:::t:7Jダ� γゴムシの薬奔j防験…...・� H ・..…………...・ ・..…....・� ・-秋野浩二・:海津七五郎H H

イチゴのハダょニに関する軒究

(1) ハウス栽騰における増殖と分散….. ~..譲館泰3撃 ..・・.z・・・・......・・...................・・e・-…・・・・・・・・・・・・・・・・H~.・


H，・~"・.."� 

イチゴのハダニに関する研究� 

(2) ハウス栽培における開花詰重点欝除の効果〈予報〉・� ・・・・......・� ・-・帯� ・・..・� ・・..…濃密泰章� 133H H H H H H H M M

(果樹・その他の番良〉

134繊・..清水喜一・沼田H.・ ~..・....・..…………...・・......・・..…...・・千葉県におけるナジチピガの発生経遅・H H H H H 

ナシチピメfの発生時薬草の予察...・� ・........・� ・......・� ・..…...・� ・・・.....・� ・..・� ・・.....・� ・..清水喜一・沼田 雄� 135
H H H H H H H H H H

千葉果における� Pγゴコカクモ� γハマキとチャノコカタモンハマキの発生経i踊……清水事一・高瀬芳叩� 137

H昭和47年長野県におけるそそハモグリガの多発住と療剤防除試験...・� H・.....・� ・..……柳 武・宮下巻好� 138


グザに発生したクヌギキハムグリについて...・� ・..…...・� ・.....・� ・・・..……...・� ・..…永沢実・島呂 奈� 1総
H H H H H H

タリイガアプラムシの生活史について...・� ・.....・� H ・..…...・� ・..…...・� H ・'0"".・・...・.".."..・� M ・...・� ・..大兼善三蕗� 142H H H H

クリ品謹とクヲタマパチ寄生婚の寄生率の関係について...・� ・.......・� ・.....・� ・-‘…...・� ・..…...・� ・..沢田正嬰� 143
H H H H H

クリ簡のハマキムシ犠…...・� ・......・� ・.....・� ・-…...・� ・..…..・� e・.....・� ・.......・� ・..…...・� ・..中沢斉・山崎利典� 144
H H H H H H H

:7Jミキヲムジ類のイチジタ欝でのさ主麓と訪験(1)……...・ ・・・..……...・� ・..……萩谷俊一・択田正明� 145H H H H

イチジク果実に寄生するアザミウマ類について・� ・・・・.....・� ・.......・� ・.....・� ・・・..沢悶正明・萩谷俊一� 147
H H H H H H H H H

チャノキイロアザミウぜによるミカ� γ被害果に対する各種薬剤の効果…牧野孝宏・山内熊野・竹内秀治� 148 

H H H H H H H H H^プザンタラーによるチャの轡虫防除...・ ・..…...・� ・......・� ・......・� ・......・� ・・・..…...・� ・.....・� ・..大場正顎� 150 


〈省審動物〉

ハウス内キュウリのネロプセ� γチ品ウ欝徐 H H H H H H H H
…...・� ・..・� ・・・・・..…...・� ・.......・� ・..…三五JII完一・集患恭久� 152

ダイコジのキタネグサレ-t!: γチ品ウに対するマリーゴ~Iレドの勢集委とくにスイカ期作とし

ての導入法・・・� e・・・・・・....................................・・・・・・・・・・・・"
 e...・...... ・金子晃三・大林延夫・声機~ 武・近間一郎� 

Hゴボウにおけるネグサレセンチ品ウ密議効果...・� H H H・..…...・� ・.....・� ・.."....・� ・..…………伊藤議睦・西沢 務� 154


ラのセシチュウに関する試験


第� 3報 殺線虫剤の立2院中処理とその効果・・� ・・-…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー......................‘・・・林 莞� 157
H H

イネ刈取り授の水田駿畔における野風穴と雑草繁茂との関係 H H H....・ ・-………・� ・・...鶏諮議室畿・呉羽妻子三� 159 

ベイトポ� yクスによる野鼠の省力防除について


…一間宮哲・岸春維・大野現・北井敏・向田貞男・譲渡鍾次� 160


蟻議の部 


次付接種による汁液長搬性ウイノレスの懇染・増殖持苦手i物賓の選抜獄験法〈予報〉


…・・賛歌堂・松沢安鰐・兇県朝正� 161
 
泰雄・H・・(I)観賞鱗木に対する農薬の薬饗 H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・鍵渡徳次・洋 164 


観賞樹木に対する農薬の薬害(ll)・・� ・・.....・� ・-……...・� ・.......・� ・...・� ・.......・� ・-…鍵渡椋次・議由利夫� 165
H H H H H H H

綾虫剤と除毒草剤の近接散布による燕犠� 

(1) 殺虫剤土壌施用と除草剤散布による薬害・...・� H

殺虫剤と除草剤の近聾散布による� 

" . 166建沼啓一n・H・.....・H・...・H・H・H・H・H・.....・H~..・.. ....・..� 

(2) 殺虫剤茎葉敷布と除草津i数布による薬害...・� ・-…� ・・-…� ・・...扱本定料・本郵 武・木島料奥� 167
H H H H H

種額の薬剤務家と致事完i敷布が穣の生育に及ぼす彰響� ・・......・� ・-….....・� ・...・� ・-…・高山陸夫・中思議摩ニ� 168
H H H H H

殺宗教発jのガス作患について………...・� ・...……...・� ・..…………...・� ・・・...・� ・...…中旦筆ニ・膜 栄…� 169
H H H H H H

スプヲンタラ…による1):/ゴの農薬散布と薬液の葉商付着状況 H H H.....・ ・...・� ・・...……伊藤昭二・藤沢傘失� 170


長野蕪のま襲来突における有機塩素系農擦の桟留と土壌残留との関係…."・� ・...・� ・-和田建夫・高詔議議� 172
H H

タワに散布した殺虫剤の付着と残留・・・・・・・・� w・・欄・・*・・・・・・・・・..........・・� F・a品・・‘・砂働・................................・� e‘・薬林茂議� 174 


1:1

153 




